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第2回 仁 ゼミ 1 Fゼミ l
l 1† 1†
第9回 座 子掲示可 ⇔⇔⇔⇔ 麻 縄 示板 l
2泊3日 合 宿
第 10回 ト ゼミ l ト ビミ l
l J† 1†
































































































なりあてはまる (6)""まあまああてはまる (5)""どちらとも言えない (4)" あ`まりあては
まらない (3)""ほとんどあてはまらない (2)""全くあてはまらない (1)"の6件法で回答す
るように求められた｡












































溝上 (1999)が語源的検討から ｢自己 (self)｣という言葉の出自における必然的文脈を ｢他の





































/表1 Tさん (文学部2回生 ･女性)のKKJ実践参加における心の変遷過程




2 1回目 本当にお酒が出るなんて､かなり適当なゼミなのかなo 喜び/満足/菓しさ/信頼感 安心 プライド 劣等感
3 l回目 K君とかR君は､いろいろな事を知ってそうだし､授プライド 無力感/不安/恥/疎
業にもすごくやる気がありそうだ○楽しそうつていう 外感/罪悪感/寂しさ/
動機で来た私はこのゼミについていけるのかな○ 劣等感





了後以降 に自信がついた気がする○ /優しさ/自信/信頼感親密 /安心/プライド/心の平静











9 合宿(ボディボディー ワークで､久しぶりに人の体に触って､体温のあたたかさを再確認できた気がする○ボディー 喜び/満足/楽しさ/辛助けの気持ち/愛情/






























































































































を生起させる｡その結果､｢恥ずかしさ｣や ｢緊張｣といった感情を喚起させる (カー ドNo.4)O
その自己確認的な同定行為こそは自己2の出現であり､それと同時瞬間で､大人数としてのまと
まった他者をTさんにとっての固有の他者とするoこうして､固有の他者の出現は自己の発現(｢少
















































































学生 学部.回生.性別 自己の問題 自己の発現構造
学生K 農学部4回生.男子 皆を取り仕切る"私" 構造2/構造3/構造4
学生S 工学部2回生.男子 自分の考えをうまく言語化できない､発言できない"私" 構造2
学生T 農学部2回生.女子 勇気をもって発言できない"私" 構造2
慣れない人と一緒にいるのが苦痛な"私" 構造2
どう見られているかが気になる山私" 構造4
学生S 文学部2回生.女子 ゼミの中での自分の役割に戸惑う"私" 構造4
おとなしいと思われたくない"臥" 構造4
学生T 理学部3回生.男子 多くの人の前で話がうまくできない"臥" 構造2
人の話にうまく介入できない"臥" 構造2

























3 もっとも実際には､(1)ち (2)もなく､ただ ｢楽しかった｣｢何も学ばなかった｣という



























































































































斎藤慶典.(1994). ｢我々｣の倫理と ｢私｣の倫理-あるいは ｢等しいもの｣と ｢他なるもの｣.

































やまだようこ.(2000a),喪失と生成のライフス トー リー ーFlヒーローの死とファンの人生-.
やまだようこ (編著),人生を物語る (pp,77-108).京都:ミネルヴァ書房.
やまだようこ.(2000b).人生を物語ることの意味-なぜライフス トー リー 研究か?-.教育心
理学年報,39,146-161.
- 139-
